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1  「情報家電でつながる暮らし」授業計画  
1 . 1  全体計画  

 
単元 情報Ａ（４）「情報機器の発達と生活の変化」のうち、イ「情報化の進展が生活に

及ぼす影響」ウ「情報社会への参加と情報技術の活用」 
情報 B（４）情報社会を支える情報技術 
情報 C（４）情報化の進展と社会への影響 

目標 ・情報家電についてのイメージを掴み、その利用が生活スタイルの変化に影響を

与える可能性を理解する。 
・代表的な情報家電の例を実機等で紹介しながら理解させる。 
・情報家電の利用法などを自ら考えることにより、情報家電を支える技術を理解

する。またセキュリティや個人情報保護の重要さを理解し、適切に使いこなす

能力が必要であることおよび将来にわたって情報技術の活用能力を高めて行く

ことが必要であることを理解する。 
・情報家電の利用には、ハードウエア単体の機能以外に、「つながる」ことから

派生する「情報サービス」が存在することを理解する。また情報サービスが生活

の質を向上させたり、社会の安全を支えたりすることに気づき、情報サービス産

業への興味を喚起する。 
1時限目 
①情報家電についての全体イメージを掴む。 
家電の歴史と社会生活の変化、情報家電のある未来の暮らしのイメージ等 
実機を使ったサービス事例紹介 

②あったら便利と思われる情報家電を生徒が企画する。 
自ら企画することで、サービスメリットや必要技術、運用留意点などに気づく。

計画 

２時限目 
③発表 
 ②で考えた事例の発表 
④情報家電を支える技術 
特に IPv6、セキュリティ技術等また企画標準化の動向などについて紹介 
情報家電のメリットのみでなく、セキュリティなど利用についての課題点など

⑤情報サービス 
情報により家電がつながることにより、「情報サービス」という付加価値が生ま

れる事（旧来の家電と違うところ）のイメージの紹介。将来の情報家電のある

暮らしの全体像（システムイメージ）などの紹介 
 

1 . 2 個別計画  
■事前 
 

目標 授業実施にあたり、予め授業の概要と、下記 1時限目のクループワークのための、
案を 1～２考えておくよう生徒に依頼 
内容 時間 
講師 生徒 

留意点 

－ － － あったら良いと思われ

る情報家電について予

め 1～２案考えておく
よう生徒に依頼（担当

教諭にお願い事項） 
例などを記述した簡単

なレジュメを用意。 
 

財団法人 コンピュータ教育開発センター  産業協力情報授業 
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■１時限 
 

 
目標 情報家電についての全体イメージを掴む。 

情報家電を生徒が 
自ら企画することで、サービスメリットや必要技術、運用留意点などに気づく。

内容 時間 
講師 生徒 

学習手段（教材） 
留意点 

2分 講師自己紹介  － 
5分 ①【暮らしを変えた家電の今むか

し】 
50～60年代：軽工業から大量生産
時代へ（3種の神器） 
60～70年代：「豊かさ」を求める
（３C⇒ColorTV、Cooler、Car）
80～90年代：「個」の時代へ 
2000～：「情報化」の時代へ 
等各時代の家電の変遷（代表的な

家電）と時代背景（暮らしの変化）

を年表、年代別家電図版などで紹

介。2000年以降は「家電情報化」
時代に入っていることを紹介。 
 

 
－ 

Microsoft®PowerPoint
（年表、代表的な家電）

5分 ②【情報家電ってこんなイメージ】

近未来の家庭における情報家電の

使われ方のイメージをビデオ教材

で提示。情報家電の全体のイメー

ジを掴む。 

 
－ 

※広報ビデオ 

25分 ③【実機デモンストレーション】

 
・携帯電話による家電遠隔制御 
遠隔展示場にあるクーラーを

制御するデモ。およびその模様

を動画対応携帯電話で中継。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・テレビでインターネットサービ

スのイメージ 
デジタルテレビからインター

ネットコンテンツサービスへ

の接続、またデータ放送（録画

コンテンツ）のデモンストレーシ

ョン。 
 

・デモ環境のシステムイメージ 
今回デモがどのようなしくみ

 
 
講師から動画対応

携帯電話を受け、回

覧しながら制御操

作する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
リモコンを回覧し

ながら動作させて

みる。 

 
 
松下電器展示場のクー

ラーを携帯電話で講師

が接続、携帯を生徒に

回覧。またその模様を

動画対応携帯電話で閲

覧、クーラーの動作は

吹流し等を使用するな

どして確認できるよう

工夫し、ビデオプロジ

ェクタに出力。 
 
インターネット接続機

能のあるテレビチュー

ナーにより、実際に行

われている双方向コン

テンツサービスにアク

セス。 
 
 
Microsoft®PowerPoint
（デモシステムの概念
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になっているかの説明 
 
・利用例 
保育園園児見守りサービス、自

宅ペットの見守り、遠隔地から

クーラーをつける・風呂を沸か

す、テレビから美味しい店を探

す、チケットを予約するなど 
 

図、利用例（見守りサ

ービスなどを④で使用

するワークシート上に

表記して提示。）） 

8分 ④【グループワーク】 
こんな情報家電があったら。 
グループに分かれ、ワークシート

を使いながらあったら良いと思わ

れる情報家電を１つアイデア出し

させる。ワークシートには考える

ヒントとして「家」「家の外」に区

分けしておき、「自分」「家族」

「第 3者」などを配置し結びつけな
がら考えさせる。またそれを実現

させるためにどんな技術が必要と

思うか、利用におけるメリットと

デメリットなども合わせて考えさ

せる。 

 
 
ワークシートに沿

って、グループ毎に

情報家電のアイデ

アを企画する。 

 
 
ワークシート（紙媒体

※） 
家－家の外、自分、家

族、第三者などを配置

し結びながら考えるも

の。 
（※学校環境により、ワーク

シートはデジタル形式で

PC を使い関係線などを引
くなどしながら考察するの

も可） 

 
■2時限 
 
目標 情報家電を支える技術を理解する。またセキュリティや個人情報保護の重要さを

理解し、適切に使いこなす能力が必要であることおよび将来にわたって情報技術

の活用能力を高めて行くことが必要であることを理解する。 
情報家電の利用には、ハードウエア単体の機能以外に、「つながる」ことから派

生する「情報サービス」が存在することを理解する。また情報サービスが生活の

質を向上させたり、社会の安全を支えたりすることに気づき、情報サービス産業

への興味を喚起する。 
内容 時間 
講師 生徒 

学習手段（教材） 
留意点 

3分 【グループワーク】 
こんな情報家電があったら。（続

き） 
全グループ完成までの調整時間 

 
ワークシート作業 

 
ワークシート 

9～14分 発表 
代表 2 グループほど、考えた内容
を発表させる。 
 
適宜質疑応答、企画と類似した事

例の紹介など。他グループの内容

の紹介。 

 
発表（概要、利用イ

メージ、必要な技

術、メリット、課題

など） 

 
ワークシート 
 
 
必要に応じ黒板筆記 
Microsoft®PowerPoint
全体サービス概念図

（家内情報化および家

－家外とのネットワー

クイメージ図など） 
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 ⑤【情報家電を支える技術】 
情報家電を支える技術として、ネ

ットワーク、映像圧縮、記録媒体、

セキュリティなどのカテゴリから

特筆される技術を紹介。 

  
 
 

⑤-1データ（映像）圧縮と記録媒
体 
非圧縮と Mpeg 圧縮した場合のデ
ータ容量の差などを示し、映像を

ネット配信する場合圧縮技術が役

にたっていることを示す。 
記録媒体：SDメモリ、CD、DVD、
Blu-Ray などの紹介（容量、どん
なところに使われているかなど）

 
※伝送路や記録媒体など全体的に

大容量化傾向だが、利用者には様々

な環境（ナロー環境）の利用者もい

ることなど留意点もコメント。 

 
適宜指名質問（DVD
はフロッピーの何

倍だと思うかなど）

 
Microsoft®PowerPoint
各媒体が他の何枚分な

ど容量の差がイメージ

できるような図示。実

物ディスクも用意。 
 
 

5分 
（⑤-1 又は 
⑤-2 
いづれか選

択） 

⑤-2 IPv6 
現在のインターネットの状態：ア

ドレス枯渇→IPv6 に移行しよう
としている事を説明。 
 
IPv6の特徴：アドレス数が多い。
（家電などにも個々に付与でき

る。）直接つながる。セキュリティ

強化など。 
 
※IPv4と IPv6の併用はどうやっ
て？→情報 B対応校） 
専用のルータによりアドレス変

換およびパケットのカプセル化

処理を行っている。 

 
適宜指名質問（アド

レスって判ります

かなど） 

 
Microsoft®PowerPoint
パソコンだけでなく、

いろいろなものがネッ

トにつながってくる

と？ 
 
IPv4 と IPv6 のアドレ
ス数をバケツの水のイ

ラスト等で例えこのく

らい違うなどのイメー

ジ。 
 

5分 ⑤-3 標準化団体 
パソコンだけではなく様々な家電

がネットワークにつながってくる

と、「標準化」が必要になってくる

事の説明。 
グループワーク最後で提示した全体

概念図（様々な家電、様々な伝送路（電

灯線、無線など）がつながることを提

示 
 
主な標準化団体の紹介 

ECHONET コンソシアム：宅内電灯
線や無線などを利用した宅内家電制

御通信の標準化を推進。 
 
※クーラーの制御などもこれに関係

することを示唆。また 1社だけ特別な
仕様であることが必ずしも市場に対

して優位になるとはいえない時代に

  
Microsoft®PowerPoint
 
・全体概念図 
 
 
 
 
 
 
 
・ECHONETTMの紹介
  サービス 
  ↓ 
 インフラの差異を吸収 
  ↓ 

電灯線・無線など下位
インフラ 

ユーザから見て異なるイン

フラを意識せずつなげるコ
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なってきていることをコメント。 ンバータ的（GW）役割を
果す。 

10分 ⑤-4セキュリティ 
・悪用例：スキミング（クレジッ

トカード No やパスワードなど
を盗み取る）など。 

 
・認証（正しいユーザかを判別す

る） 
・暗号化（伝送の途中で読み取ら

れないようにする） 
→ホームネットワークの例で紹

介。 
（家の中が盗聴される、勝手に機器を

作動させられるなどのイメージ。 
またそれを防ぐための技術（ネットワ

ーク識別、暗号化などを商品に導入し

ている事の紹介。）） 
 
・気をつけよう（やってはいけな

いこと、やったほうがいいこと）

 インターネット記事例 
（スキミング、架空請求

などの例） 
 
Microsoft®PowerPoint
・なりすまし 
・ネット盗聴 
 
・ホームステーション

（含ネットワークカメ

ラ）の例 
※ワークシートに髑髏マー

クを付け加えるなどして説

明。 
 
 

5分 ⑥【情報サービス】 
家電＋情報＝サービス 
・作成したワークシートを今一度

見て、つながっている線により、

より便利になったり、新しいサ

ービスが生じていることを認識

させる。 
 
・上記観点による昔の家電との比

較（年表を今一度見る） 
 
・ 上記によって売り上げを伸ば

したり、ビジネスを起業する

こともできる。（見守りサー

ビス、音楽映像配信、キャッ

シュレス物販等々）家電メー

カ＆情報サービス企業の協業

などが生まれており、家電を

ベースにして全く異業種企業

がビジネスを起こすこともで

きる。（※インターネットテレビデ
モで閲覧したサービス提供会社な

ども様々な業種が参入していた事

をコメント） 
 
・ユーザとして、また今後情報サ

ービスを担うかもしれない皆さん

へ。 
・以上のように、情報家電を利用

することでもっと生活を便利

に、楽しくできる可能性がある。

一方個人情報など十分留意して

  
Microsoft®PowerPoint
 
ワークシート 
 
 
 
 
 
昔の家電（個機能） 
情報家電 
 家電←ｻｰﾋﾞｽ→家電 
 
近未来の情報家電活用

全体イメージ図 
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使うことも必要。 
・情報家電は単に家電のハードウ

エアを生産しているだけではな

く、使い方（サービス）やセキ

ュリティなど全体を考えて企画

販売してゆく事を示唆。 
 
 今後生徒の皆さんは情報サービ

スビジネスに関わる人、また自

らビジネスを起業して社長にな

るという人も出るかもしれな

い。 
世の中の変化やニーズをつかん

で商品企画やビジネス企画、ま

た社会貢献（福祉）などに役立

てることが出来る。若い感性で

アンテナを貼り、是非次の社会

を牽引して欲しい事を示唆。 
3分 ⑦【質疑応答】   

 


